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デジタル対訳辞書が何故必要か

• ２１世紀の科学ではデジタル革命に
よる科学の推進がテーマです

• 自由に利用できる科学情報がイン
ターネットを通じて世界を満たします



デジタル対訳辞書が何故必要か

• 公的科学データの共有は世界全体で実
現するべき課題 (04年OECD声明）

• しかし日本語を母国語とする我が国で
は、豊富なデジタルデータを利用するこ
とに言葉の障壁が存在します



デジタル対訳が何故必要か

• ライフサイエンス統合DBプロジェクトでは

１）日本語の質問で世界の科学情報（答え）に
到達可能にする

２）日本語で書かれた公的科学文書もデジタル化し
検索可能にする

以上の二つの努力を行っています。



デジタル対訳辞書の特徴
その１

• 意味に踏み込まない

–対訳辞書は意味の表現を含みません

–また、特定の外国語に対してどのような日本語を
使うべきかを決めたものではありません

–どのような日本語が「使われているか」を信頼性
のおける手法で調べた「データ」です



デジタル対訳辞書の特徴
その２

• 分野別でない

–分野の垣根を越えたセレンディピティを期待され
る検索エンジンのために対訳辞書も細かい専門
領域を超えた辞書が望まれます

–領域別に編纂されたものを共通のデータ形式に
再編します



デジタル対訳辞書の特徴
その３

• 利用制約が少ない

–紙の辞書は、意味を提供するなどして人に直接
「読まれる」ことが主ですが、意味を含まないデジ
タル辞書は、検索その他のサービスを提供する
際に「コンピュータのプログラム」で利用する素材
です。

–素材の加工や組み合わせが制約無く自由に出来
ることによって真価を発揮し、より多くの価値が生
み出されます。



デジタル対訳辞書の特徴
その４

• 情報源

–各分野の専門家や学会が過去に出版した学術用
語集、辞書、図鑑などから、専門用語とその対訳
部分を取り出します

–出版物は著作物として著作権法により守られてお
り、DBC辞書は著作権を侵害しない範囲で作成配
布を行います

（→著作権問題を専門とする法律家のコメント参照）



対訳を本から写し取ることは著作権
の侵害にあたりますか？

• 意味解説や例文や用法の表現など、自由度の高い表現には著作権があ
り、許諾を得ずにそのまま「引用」すると問題となる可能性があります。し
かしながら、英語の単語は万民の共有財産であって著作権がなく、また、
これを日本語にした専門用語の対訳には、表現の自由度は極めて少なく、
これもまた共有財産となるものです。訳語とは、本来、訳者の個性を表現
することが求められるのではなく、むしろ、すべての科学者が同じ用語を
用いるという統一利用が期待されています。すなわち専門用語の正しい
対訳には「創作性」を発揮する余地はないと考えられます。専門用語辞
書を発行するにあたっては、その辞書に収録すべき用語の選定にあたっ
て、編集著作物としての創作性が存在することはおおいに考えられます。
しかし、この対訳辞書は、既存の辞書の編集方針に従うことなく、独自の
視点で、広く多くの分野にまたがった専門用語を選択し、その対訳の選
択にあたっても独自の編集方針に基づいて行っており、編集著作物とし
ては独立のものです。

（著作権問題を専門とする法律家のコメント）



著作権以外の法的制約はありますか？

• 一般に、書籍の末尾に「無断転載を禁止します」等の記載がある場合に
は、その趣旨は、その出版物に存在している著作権に基づいて、無断転
載など、著作権法が禁止している行為を行わないよう注意を喚起してい
るものと理解されます。デジタル化を禁止しているものも、「デジタル化
権」という権利が存在していないと解釈されている現在の状況では、著作
物の複製を禁止しているものと解釈できます。したがって、著作権の侵害
とならない行為までが、このような書籍の末尾の記載によって禁止される
ものではありません。また、書籍の末尾に記載されている文言は、一般
に注意文言と解釈されており、契約を構成するものではありません。契約
を構成するためには、契約の申込みと、それに対する承諾が必要ですが、
書籍の末尾に記載されているものは、通常の契約書に両当事者が署名
捺印する場合や、上記の簡易契約のうち、契約条件を提示された上でク
リックボタンを押す場合などと異なり、申込みと承諾、という行為が存在し
ていないため、契約とは考えることができないためです。

（著作権問題を専門とする法律家のコメント）



原典の著者や出版社への配慮

• 出版物を原著として編纂したデジタル辞書の流通が出版社
の専門用語辞書編纂販売に与える影響には細心の配慮を
する必要があると考えます

• 出版物の辞書は図表を含む用語解説や配列の方法などの
創造的な表現によってそれぞれ個性を出していますが、ここ
で開発する辞書は用語解説を含まず、また配列においても
多数の分野から独自の手法でその用語のみを再編集したも
のであり、その用途は全く異なっているため、競合するもの
ではありません

• デジタル辞書の配布にあたっては 原典と著者を明記し、ま
たその情報が常に表示されるなど、オリジナル編纂の努力と
知力がクレジットとして、デジタルデータと共に流通する形で
敬意を払う方法が望ましいと考えます



デジタル対訳生物学名について

• 和名対訳辞書作成方針

–生物種およびクラス名称についてラテン名、英語
名に対応した和名を情報源と共に集める

–生物種の構造化（分類）は行わない

–情報源による食い違いや表記ゆれは正当性の
検討は行わず情報源の併記に留める

–公式に決められた和名（標準和名）を探す。探し
出せなかった場合は、それに代わる和名を適切
な情報源から探す



デジタル対訳生物学名について

• 想定アプリケーション

–検索サービスの質問用語を自動翻訳する

–分子データに対する材料情報を和訳する

–論文の生物名索引を和訳する

–その他生物多様性情報を日本語で利用可能に
する



生物名称対訳用語集データの検索画面
サケで検索



現在の辞書の構造

Ex.



情報源のリスト（抜粋）


